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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公開番号】特開2017-102996(P2017-102996A)
【公開日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【年通号数】公開・登録公報2017-021
【出願番号】特願2015-232552(P2015-232552)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  33/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  73/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ   33/08     　　　　
   Ｈ０１Ｈ   73/18     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月11日(2017.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、図３のように、上記第１可動子１０には可動アーク接点９と同時に可動主接点１
１ａおよび可動主接点１１ｂを備えてもよい。可動主接点１１ａ，１１ｂを同時に備える
ことで、平常の通電時の接点接触数を増やすことができるため、接触抵抗が低減し接触信
頼性を改善することができる。
　また、接点接触数が一定数あれば良い場合では、上記第２可動子１２の本数を減らすこ
とができ、部品点数を抑えることが可能になる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
１　ケース、　２　第１端子、　３　第２端子、　４　消弧室、　５　機構部、　６　固
定主接点、　７　固定アーク接点、　８　固定子、　９　可動アーク接点、　１０　第１
可動子、　１１、１１ａ、１１ｂ　可動主接点、　１２　第２可動子、　１３　可とう導
体　、１４　動力伝達部、　１５　接圧ばね、　１６　消弧板、　１７　隔離壁、　１８
　細隙壁、　１９　圧力板、　２０　細隙ブロック、　２０ａ　細隙面、　２０ｂ　圧力
面、　２０ｃ　反射面、　２１　磁性板、　２２　細隙板、　２２ｃ　反射面。
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